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岩手県久慈粘土調査概報
村岡　誠曽　種村光郎築
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　　　　緒9　言
24年5月17日より約20日間に亘り岩手県九

、町を中心とし，久慈川口より，半崎，田中にか

三角形の地域に賦存する所謂久慈粘土の調査を

行つた。久慈結土は鉄分，珪酸分に富む欠点はあるが耐

火度SK31番程度で，耐火煉瓦の粘蒲材として興昧深V・。

依つて今回は久慈粘土の地質学的克地からその賦存状態

を明かにすると共に試料の採集を行い，耐火度試験を行

つた。

調査紅あたり非常な便宜を与えられた鉱業権者繋田忠

吉氏に衷心から謝意を表する。

耐火度試験は日鉄釜石製鉄所に依頼した。叉X線試験

は現在工業大学岩井学士に依頼し試験中であり，お咳）て

甚鉱床部

　　　　　　デ発表する。併せてここに感謝の意を表する。1

　　　　　　1纂　　旨
　本粘土は岩手県九戸郡久慈町にあつて，上部白聖紀

（久慈層群）整含に覆う古第三紀層（野田層群）中の港層

群中に産出する。粘土層は十数枚数えられるが，耐火度

高》粘土は港層群中の含粘土層下部の淡灰褐色粘土であ

り，上部に行くに従v・珪酸分多く耐火度が低くなる。粘

土はカオリナイトを主成分とし微粒の石英・縄雲母蚤褐

鉄鉱，金紅石蘇を含む。これ等粘土には耐火度，SK32以

上のものは少いが，SK32～30程度のものが比較的多量

・で（第1表参照），耐火粘土の精着材として有望である。

　第1表　耐火度別鉱量

42一一（232）

推定鉱量

予想鉱量

lSK32＋ISK32～SK30SK30一
．一 一一［＿』『㎡r

r『　』i ＿　　　　　
＿

12，950t 111，500t

675，000t

485ン500t

1350，000t

　　　　　　　∫
　　　　　2．位置及び交逼1

調査区域は八戸線陸中夏井駅を略々中心として南北

3km，束西4．5kmの地域で，面積は12．8km2で，久慈川

口より半崎，田中にかけての略々三角形の地域に当るo

　当地に到るには前詑八戸線陸中夏井駅に下車ずる。鉱

山は駅東北直距離0．7kmの地点で交通便である。

現在日鉄釜石製鉄所に轟鉱してV・るので，鉱石蓮搬に・

は山元より自動車で，久慈港に搬出（8，3km），それより

’
船

で出荷している。虹く山元より県道迄軽索をかけ，．搬

出に便なる様準備中で，調査時には殆んど完成に近ずき

っっあった（第1図参照）。

　　　　　5．地　　形
当地域は標高100mを越すこと稀な一帯の皐陵地か5

成り，北部は特に緩病地形を示す。北東方の中生層と花

嵩岩とは断層を以て境され，断層崖の発淫著しく，叉東

側は波蝕崖を以て太平洋にせまる。

河川は北部より鳥谷川，北東部より久蕪川湊町附近に

て合流し久慈湾に注ぐ。常時河水少く，且つ氾濫する嘉

が少い。

　　　　　4．地　　質
本地域を；購成ずる地質添統乃至岩箪は第匹曝己層（遜積

　＊イラィトか絹雲母か未決定

湖ぐ板チタン石，鋭錐石か金紅石・か未決定

　　　　　　　　　　　　　　ノ



岩手県久慈粘土調査概報（村岡誠・種村光郎）

A

囎懸

鰹

、骸．～／

V
〉

、ノ　V

v　v　v　v　v　v
V　V　V　V　V　v　v

烏

　　　！
　　　　　　　　B
　書　　　　　　　ρ
　置　　　　　　　　　8

1≠

、’

玉6騰亀．
・V．V’V）』V簑．

響。　麟
　　　　Q、

扇1盤1嚢
　　　　　　　　　＼護上部輪層　　　　　　　1　　　　　　　　しもレ　　　　　　　　港
　　　　　　　　屠　　　　　　　■

團
　　　　　　　　群　　含　独土　雇　　　　　　　　へ　　　　　　　　里手　　　　　　　　ぞゆ　　　　　　　　ロ　　　甲　辱　ド　　　　　　　　古薩魏衛部粥層，笙
　　　　　　　　ネミ
睡翻聯砂岩階層墨

E…門丞麟隆

盈懲廉、
　　　　　　　　層
圃花商岩群

o
」
＿

＿＿＿一∫κ‘R

常1図　久慈’粘土地質図
層．段丘層），古第三紀層（野田層群），上部白墓紀層

（久慈層群）及び閃緑岩より成る基底岩類で，耐火粘土・

は野田層群中の港署群中に爽在する。

　（1）閃緑岩

　この岩石は麦生附班に見られ，岩体の輪廓は判然とし

なv・。暗灰白色を呈し，完晶中粒質で主成分鉱物は斜長

石）角閃石で黒雲母、輝石，緑簾石を伴う。

　（2）久慈麿酵、、

　本層群は玉川層，国玉層，門ノ沢層に．別けられる。一

・般に岩質が極めて軟弱で・非常に時代炉新しV・感じを与、

える。例えば烏谷或は大崎部落附近の黄色粘土の如きは，

手にて掴み出し傷る程のものもあり，叉砂岩も鎚で騒き

落し鴛るものが少くないのである。

　これ等の層群は塞底岩類を不整合に被覆し，久慈町よ

り北方にかけて最も良く発達してV・る9「

　（8）　野田麿騨（港犀舞）

　本層群は礫岩，砂岩，頁岩，及びこれ等の間に介在す

る石炭層及び粒土層からなり，全層厚250mに達する。

構造は久慈川口より半崎，，田中にかけての略々三角形の

地域では，走向N70。～80？W，傾斜17。～20。NEの単

斜構邉を示す・田中西方夏井川以北では夏井川に沿う，

断層に依つて，他の地域よりも上昇している。夏井川～

《慈川に鋏哀れる地球で湊西側より早坂にかけて僅かに

門ノ沢層群が露出レ向斜構邉を示してめる。本層の触質
閣
時
代 は大石理学士に依つて始新世と』決定せられた。本層

の下部をより細分すると次に示す如くである。

・43一（233）
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No1．　」ド部砂岩礫岩層

No2．　　中部礫岩層

　　　　　擬灰質砂岩頁岩
No3．　含粒土層　　　’

No4．　上部礫岩層

　　　　　　　含粘土層

　下部砂岩礫岩層

　円磨乃至半磨された紬礫，小際よりなつており，叉砂

岩，泥岩の薄層やレソズ状の挾みがあり，粗粒の砂質物・

によつて膠結されてV・る。礫は紛岩，角閃石スカルン，

石灰石等よりなり，特に玲岩が特徴的である。

　中部礫岩層

下部層と整合的であり，褐色を呈する。、礫は円磨乃至

半円磨された小礫或は亘礫で，主として両輝石安山岩，

石英玲岩，黒色粘板岩，赤色珪岩よりなり，緑色砂岩，

黒色頁岩，白色凝灰岩質頁岩の礫も少くなV・。

一般に礫の大きさは下方に大きく，上方に行くに従V・

小さくなる傾向があり，その大小の繰返しが幾枚か見ら

れる。

礫岩層中には中粒凝灰質砂岩を來む。これらは灰白色

乃至灰色のものを主とするが，風化して緑色を帯び又赤

褐色を呈する場合もある。

偽層が著しく発達し，頁岩は炭質物を含有する。本層

は厚さ80m内外である。

本地域め炭層は本地層内にあつで，岩静炭鵬で見られ

るが，炭質は粗悪な石炭で，炭質頁岩に移化する場合も

少くなV・。炭層は2枚乃至4枚で，層厚は変化甚しく，

厚V、部分で数十cmで，鋏みが多い。小規模に稼行され

ている。

　含粘土層　　　　　　　　　　、
砂岩・礫岩・頁岩・粘土等半陸臨准積物の互層よりな

り，層相の変化が多く，層の厚さ及び鋏みの変化が見ら

れる。

稼行されているのはこの粘土である。砂岩は白色或は

灰白色細粒であり，礫岩は中部礫岩層より礫が小さく，

膠結物は紬粒砂質であり，時に擬灰質砂である乙偽層が

極めて著しV・。本層の厚さは45m前後である。

　上部礫岩層

　含粘土層を整合的に覆つている厚V・礫岩層で，，岩相は

中部艦岩層と殆んど変りなV・が，・礫は，中部礫岩層の礫

と同様である。含粘土層は上部礫岩層中に整合的にある

もので，花崩質砂岩，’砂質頁岩，粘土の互層であつて，

灰白色或は黄褐色を呈する。爲層が極めて著しV・。本粘

：ヒ層は露出不充分で鉄道崖iで一・音β見られるにすぎなV・。

　域上から本層群は浴海乃至河口附近の半陸性堆積物と0

、海岸露大堀

『
．

2ザ

第一露天堀

　28〒
　ハ

F催

凡例

第二露天掘

〔ニコ粘工

團翻炭屑

騒炭賃貝眉

緩貢，岩

墜蓼冶順負岩

程画石少岩

1団．燦岩

数字耐鹸
　　SK
O　1　3灰

第2図　久慈粘土柱朕図

推定され，従つて層相の変化が著しV・。即

ち本稿に示した堆層の区分はその代表的な

部分をとり出したのである。

　　　5。粘土層
稼行されている粘土は，前記含粘土層中め粘土であつ

で久慈川口よら半崎，田中にかけ略々三角形に賦存し，

他に夏井ヌ比L部及び夏井川，久慈川の間の地域にも賦存

すると予想される。しかし後地域は，期待薄であるから，

こ～では前地域についてだけ詳述し，後地域に，対して概

44一（234）



岩手県久慈・粘土調査概報（岡村誠・種村光眞B）

略を述べるに留める。

　粘土層としては，含粘土層中の最下部に0．5m～2mの

灰褐色粘土層が1～3層，叉その上部に0．1m～1．5mの

白色乃至灰白色の粘土層（露頭に於いては水に濡れて淡

青色乃至淡緑色）が発建する。一般に粘土層は上部に行

くに従い砂粒に富み，耐火度が低v・傾向がある。

　本粘土層の延長部分と思われるものが，，夏井川北部の

平山小学校下に於て露出するが，砂粒に富み耐火度低V・。

　　　　6・石炭属に伸う粘土の爽み
　〔岩静炭曙〕

　、炭層の層厚，炭質共に極めて変化し易く，第2図の柱

昧図に示した様に，各々の対比は甚だしく困難である。

粘土の爽みが多v・が，試験の結果によれぼ耐火度が低く，

高品位級は極小量で採掘の対象になり得ない。

　　〔大門前炭鵬〕

　主要炭層は一層で，その上に薄v・炭層が更に一層認め

られる瞭目下下部層を荷業している。

　本石炭層の爽みをなす粘土は，茶褐色，灰白色で，何

れも試験の結果に依れぱ耐火度が低い。

　本地域外ではあるが，久慈町西南丘陵地の三金炭礎で

は，港層群の続きと思われる層中の石炭を稼行中である。

一石淡の上・下盤に茶暢色乃至灰色粘土層をはさむが，こ

の粘土層も一部を除いては耐火度が低い。一部良質なも

のがあるが，層厚薄く採掘不可能である。

　　　　　　7．鉱，　石
　灰白色，淡青色，淡褐色，黄褐色等を呈し，下部には

黄褐色が多く，上部に向つて次第に灰白色乃至淡青色と

なる。乾燥すれば，一般に色は槌せて，淡褐色或は白色，

第2表　　化 学

灰白色となり，吸水すれぼ黄褐色或は淡青色，淡緑色を

呈する。

鉱石中には黒色不透明磯物を含み，硫化鉄は殆んど認

められない。又石英には多少肉眼で認められるものがあ

る。

　　　　　　8顯微鏡観察
鉱石中良質なものは，含粘土層下部のもので（No。123）

は，主と・して不定形のカオリン鉱物，及ぴ長さ0．07mm

～0．1mmの柱状結晶を示すカオリン鉱物からなり，僅

少量の絹雲母黄褐鉄鉱及び極微粒子の石英を含む。文白

色粘土に於V・ては（No．131，No．159）一般に・石英粒子

が大きく，時には長さ0，7～1mm大の結晶も見られ，

絹雲母私褐鉄鉱・金紅石罧をも含み，耐火度の低下の

原因をなす。鏡下に於ける組成鉱物の含有率（面積比）

は次の如くである。

SK30番以上の鉱石：微細なカオリン鉱物70ん80％

石英20～30％（極微粒）絹雲母甚数％他に微量の禰鉄

鉱，金紅石蘇を含む。

SK30番以下の鉱石：カオリン鉱物60～70％，絹雲

母襲多くなり，20～30％，叉石英も結晶大となり，10～

20％を含み，微量の金紅石蘇褐鉄鉱を含む。

X線試験に依れば，カオリナイト及ぴ石英の存在が認

められ帆1モシモリ盆ナイト朧められ励つた・な

お再試験中であつて追つて発表の予定である。

　　　　9　化学成分及び耐火度試駿

採集試料に就き化学分析及び耐火度を示せぼ次の如く・

である。

分 析

No

105

108

114「
122

123

128

134

136

142

149

151

154

Sio2 Tio2

64．35

66．04

69．79

51．88

58．98

69．19

51．02

60．66

58．72

ヤ44．87

63．02．

50．92

0．69

0．70

1．30

A1203 F釣・31Ca・Mg・N碗・陣・

24．11

20．31

18．14

31．07　、

24．08

20．61

23．69

23．06

24。81

21，22

22．62

16．48

2．441

2．ool

3．娼1

3．16

L96
2．24

8．01

2．14

2．27

1．19

4．43

3．40

0。⑫　0。38、0。16

0．00

0．00

1．14

0．59　　　0．40

1．12、　　　0。31

3．14 0．22

0．26

0．53

1．45

0．56

H20＋ H20－　　Tota1

ハぼユ　8．55

　7．98　　　2．14

ユだ　　6．801

トかヲ13．19

　8．92　　　3．52

　6．87

遡＿4・8211．101

ハイロ＼』璽＿
28．92

眠だ 一一4
　7。19

　5．92　　18．40・

99．45

99．98

98．16

99．30、

99．68

98．91

100．49

96．96

97．07

96．20

97．26

100．18

分析者；地質調査所分析試験課

＊イ，ライトカ場絹雲母か朱決定

鞘板チタン石，饒錐石か未決定
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地
． 質調査所月報（第2巻第4～5号）

第3表耐火度試験

No 耐火臨べ・腿堅SKN・
102　　　29　　　　　　　　121

103　　　31　　　　　　　　122

104　　　30　　　　　　　　123

105　　31　　　　　　　　124

106　29＋　　125
107　　　29＋　　　　　　　126

108　　　29十『　　　　　127

109　　　29－　　　　　　　128

110　31　　　129
111　　　28十　　一　　　　130

112　　　29　　　　　　　　131

113　　　28．5　　　　　　132

114　　　28＋　　　　　　　133

115　　　32午　　　　　　134

116－29　　135，
117　　　29＋　　　　　　136

118　　　28十　　　　　　　137

119　27以下、138
120　　　27以一ド　　　　　139

27＋

32十

30－

29

30＋一，

32＋

29．5

29一
’
2
9

。5

29十

27以下

27以下

27以下

27以下

27以下

27以下

31

27以下

27以下

140

141、

142

143

144

145

146

『
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148

150

451
152

153

154

155

156

157

158

159

耐火度SK

　　　　珊鉱　　愚
採掘場別及び諭火度別鉱量は次の通りである。

27以下

27以下

27以下・

32．5

27以下

27以下

33

29－

27以下

27以下

27以下

27以下

27以下

27以下

33＋

27以下

33＋

27以下

27以下

第4袋推定鉱量

（第4表より第6表蓬）

面積m2． 平均m比重鉱量屯

SK32以L　l第二採掘場

　　　　［SK32～SK30 海岸：採掘場

　〃　　第一採掘場
　“　魔二採掘場
　　　　l
SK3α以下　　海岸採掘場

　〃　　第←採掘場
　”　　　、 第二採掘場

　　　　

厚さ

7，400　 0．7

26，450　　1．6

2，700　，0．3・

7，400。　0．2

26，450　　5。6

2，700　　2．0

7，400　　5．5

2．5

2．5

2．5

2．5

2．5

2．5

2。5

12，950

105，800

2，020

3，700

370，300

13，5bo

、101，750

第5表予想鉱量
丁藷が融璽重r轟屯

SK32～SK30’

SK3Q以下

300，Qoo．0・9

300ラ000　　4．5

2．5

2．5

1’675，000

1350，000

第6表耐火度別鉱量

耐火度試験；冒鉄釜石製鉄所

102～113　A地点　久慈含粘土層中の粘土

　　　　　　　　　　　4114～118　B地点　　　　〃

119～130　　C地、点　　　　　　〃

131～135　D地点　久慈上部礫岩層中の含粘土層

　　　　　　中の粘土
136～148．E地点　岩静炭獲坑内石炭層中の粘土

149～15¢F地点　大門前炭鵬坑内石炭層中の粒土

151　　　　G地，点

152～159　　　　三金炭鵬坑内石炭層中の粘土

推定鉱量
予想鉱量

墜32＋ISK327＄K3・ISK3・一

12，950t 111シ500t

675，000t

485，500t

1350，000t

　　　　　参譜掌献，
佐々保雄；地質学離誌　39，467，1932，

　〃　．；　〃　　39，468，193β，

〃　』；　〃　一　39，469，1932，　　　・

大石三郎；岩波講座　　1932，

　　　　　以上（昭和24年6月調査）

553。32：5508（52L53）：622．19

　　岐阜県文珠村皿ノ聾谷’のマンガン鉱床調査報告

　　　　　　　　　　　　宮　本
　　　　　　R6su！n6
0n晦n霧aneseOr6：De餌osits我tEnoki面ni，

　瓢onj腿Vil亙age，Gifu　Pre£ee窟urむ、

　　　　　　　by
　　　　Hiromichi　Miy駄moto

The　manganese　ore　deposits　at　Enokid＆ni

o“curinc五ertyrocksofChichibuPalaeozolc

管鉱床部

弘　蓮苦

fOrmations．

F至eldandlab・ra㌻ory・bservati・血s冥evea1、

thatthesedeρ・s託sare・fhydr・thermalre二・
Placement　origin．　The　ore　consists　chie且y　of

rhodochrosite　with’considerable　amomt　of
quartz　or　other　Mn・silic訊tesl　The　deposits

may　give　promise　of・addltional　r6serves

towards　the　lower　extention．
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